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(1) 

 5.220 ≦≦x のとき 

  9040 ≦≦ x  xxy 4sin4sinsin   xxy 4cos4coscos   xy 4  

 455.22 ≦≦x のとき 

  180490 ≦≦ x  xxy 4sin4sinsin   xxy 4cos4coscos    1804xy  

 5.6745 ≦≦x のとき 

  2704180 ≦≦ x  xxy 4sin4sinsin   xxy 4cos4coscos    1804xy  

 905.67 ≦≦x のとき 

  3604270 ≦≦ x  xxy 4sin4sinsin   xxy 4cos4coscos    3604xy  

 

以上により 





















3604905.67

18045.6745

1804455.22

45.220

xyx

xyx

xyx

xyx

のとき≦≦

のとき≦≦

のとき≦≦

のとき≦≦

 ……(答) 

 

グラフは右図。 

 

 

 

(2) 

 0k となるとき、 )11(  kmmk ≦≦ の個数を、 mp と表す。求める  1 の個数は 1kp である。 

 

グラフより 

 0mk のとき、対応する 1mk は、  90,45,0 の 3個。 

  900 mk のとき、対応する 1mk は、4個。 

 90mk のとき、対応する 1mk は、  5.67,5.22 の 2個。 

 

mk には、 0 と 90 が必ず含まれるので、   900 mk である mk の個数は 2mp 個。 

mp について次の漸化式が成り立つ。 3423)2(41   mmm ppp  31 p より 
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求める個数は 12 32
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45 905.22 5.67


